
Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 H26年度

県

校

チーム

●全国の地方新聞社と共同通信社が設けた

「地域再生大賞優秀賞」受賞（Ｈ23年度）

●東京地方予選を羽田空港ロビーで開催（Ｈ24年度第15回大会～）

●全国大会で書道パフォーマンス甲子園とコラボ（Ｈ24年度第15回大会）

● 「サントリー地域文化賞」受賞（Ｈ24年度）

●地方大会東京会場（羽田空港）に、俳句ポストや

「いい加減。まつやま」PRブースを設置（H25年度第16回大会）

●地方大会東京会場（羽田空港）で、シティプロモーションイベント

「味わいがいい、加減。まつやま」フェアを開催（H26年度第17回大会）

●五･七・五の第17回を記念したシンポジウム「俳都松山宣言」を開催

駐日スウェーデン大使や審査員、OB・OGが参加（Ｈ26年度）
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指標
エントリー都道府県

参加校

チーム数

実績

2 「誇れる」ことばで笑顔に 1
俳句甲子園、坊っちゃん文学賞などのことばイ
ベントの拡充を検討します。

取組名 俳句甲子園の拡充 担当課 都市ブランド戦略課

羽田空港で開催した東京地方予選 第17回記念シンポジウム「俳都松山宣

1



●「だから、ことば大募集!!2010」　テーマ”絆” 応募総数　12,200点

「街はことばのミュージアム」として、作品を路面電車、松山城リフト下、

松山空港、郊外電車、空港リムジンバス、ロープウエイゴンドラ等に掲出

優秀作をもとにトワエモワが「瀬戸内の詩」を作詞・作曲

●電車発着音に「この街で」採用（Ｈ23年度）

●全国青年市長会「特色ある施策2011」最優秀施策に選出(H23年度)

●「この街で」ウエディングin松山2013　開催（Ｈ25.2）

●「子規のいる街」シンポジウムの開催（Ｈ25.9）

●2013年度グッドデザイン賞受賞（Ｈ25.10）

●「この街で」ウエディングin松山2014　開催（Ｈ26.6.28）

● 「正岡子規のふるさとシンフォニー」発表（Ｈ26.6.28）

新井満さんが子規の俳句にメロディをつけた新曲

●「街はことばのミュージアム」松山城エリアのリニューアル（H26.10）

実績

2 「誇れる」ことばで笑顔に 1
俳句甲子園、坊っちゃん文学賞などのことばイ
ベントの拡充を検討します。

取組名 ことばのちからイベントの拡充 担当課 都市ブランド戦略課

街はことばのミュージアム 

この街でウェディング 
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●第12回（Ｈ22～23）応募作品数 1,057点

・大賞作品の電子書籍化

・第4回大賞作品「がんばっていきまっしょい」の朗読版を制作し、

　宮城県名取市の災害FMで放送

●第13回（Ｈ24～25）応募作品数 1,060点

・大賞作品の電子書籍化

・第8回以降、6回連続で応募総数が1,000点超

●第14回（Ｈ26～27）Ｈ26.7～作品募集開始

・周知等の充実

㈱マガジンハウスのウェブマガジン「ダカーポ」に大賞受賞者の

新作書き下ろしや応募体験談、インタビューなどを掲載

取組名 坊っちゃん文学賞の充実 担当課 文化・スポーツ振興課

実績

2 「誇れる」ことばで笑顔に 1
俳句甲子園、坊っちゃん文学賞などのことばイ
ベントの拡充を検討します。
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校

●小中学生スクールミーティング（H23～24年度）

児童生徒主体の集会で、子どもたち発案の議題について

市長を交えて話し合う

●テーマ

震災で困っている人たちに何ができるか

10年後の松山市を語ろう

委員会活動を自分のキャリアにしよう

よりよい学校にするために

「命の集会」を成功させよう

学校の未来について考えよう

ふるさとをアピールしよう

平和な社会を築くために

感謝の思いを伝えよう など

●体験学習を通して、子どもの社会性や豊かな人間性を育むとともに、

地域の活性化を図り、子どもたちの交流を推進

・立岩ダッシュ村、なかじま元気村（Ｈ21年度～）

・坂本ぽんぽこ村（Ｈ22年度）追加

・愛ランドごごしま（Ｈ23年度）追加

実績

実績

取組名
体験学習を通じた
人間力の向上

担当課 地域学習振興課

指標

Ｈ23年度 Ｈ24年度

実施校数 8 16

2 「誇れる」ことばで笑顔に 2
子どもたちのコミュニケーション能力の向上に努
めます。

取組名
小中学生

スクールミーティングの開催
担当課 学校教育課

立岩ダッシュ村 
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●「ふるさと松山学」の作成と活用

・「俳句と言葉に親しむ教材」として、以下３冊を作成し、

　全小中学校の対象児童生徒へ配布　（H23～26年度、今後も継続予定）

「のぼさんと学ぶ俳句とことば　１」　 小学校１～3年対象

「のぼさんと学ぶ俳句と言葉　２」　 小学校4～6年対象

「子規と考える言葉・人・ふるさと」　 中学生対象

・俳句の暗唱、道徳の読み物等として、

各学校で工夫した活用が広がっている

・「先人や文化に関する読み物教材」として全6冊を作成し、

　各小中学校の学校図書館に配布

●活用の手引き等の配布

・「俳句と言葉に親しむ教材」の活用の手引きと活用ワークシートを配布

・教育研究所ホームページでデータを公開

取組名 郷土に対する愛着や誇りの醸成 担当課 学校教育課

実績

2 「誇れる」ことばで笑顔に 3
子規、漱石に次ぐ２１世紀の文人墨客の輩出を
目指します。

正岡子規 夏目漱石 
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